
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生は、「なかまをみつけよう」をしました。背中に動物の絵 

カードを貼り、言葉を使わないで表現することで、なかまを見つけ 

る活動です。子どもたちは、一言も声を出さないで仲間を作る方法 

を考え、動物を動作化することでなかまを作ることができました。 

みんなで仲間ができたときは大喜びをしていました。子どもたちか 

らは、「みんなでなかまができたときは楽しかった」や「なかまをみ 

つけたとき嬉しかった。」と感想が出ました。 

２年生は、「それは何でしょう」をしました。これは、グループで 

協力してヒントを出し合ったり、質問をしたりする活動です。友達と 

協力しながら、ヒントをつなぎ合わせて正しい答えを導き出しました。 

振り返りの時間には、「グループの人に自分の思った答えを伝えるこ 

とができた」「友達と楽しくできた」「はんのみんなと考えて答えを 

見つけた」などの感想をもちました。 

１組では、友達が言われて嬉しいこと（良いところ）

をカードにまとめて、一人ひとりに送り合いました。今

回の活動を通して、自分や友達の 

良いところを実感することができ、 

互いを認め合いつながり合うこと 

ができました。 

2組では、イベント係から提案のあった「クリスマス

会」についてクラス会議をしました。話の聞き方を意識

したり、反対意見を出すときには必ず代替案を出した

り、一人ひとりの考えを大事にする様子が見られまし

た。温かい雰囲気の中、全員 

発表することができ、みんな 

で喜び合っていました。 

              

 

 

 

～だれもが居心地のよい学校にするために～ 

人権集会での盲特別支援学校の副校長先生による講話では、学校に通っている子どもたちがどんな困り

感をもって生活しているのか具体的に知ることができました。登下校の仕方で、自分たちが守らなければ

いけないことなど再確認することができました。 

各学級では、１２月の生活目標である「やさしい心で生活しよう」のテーマに合った取組を行いました。

行いました。 
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5年生はLGBTについて学習しました。「言葉は聞いたことがあるけど、意味はよく分からない。」という人もたく

さんいましたが、正しい知識をもって、差別や偏見をなくすことができるようにと真剣に考えていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもたちの振り返りより】 

〇小さいうちから LGBT への理解を深めれば、偏見をもったり、

避けたりせずに一緒にいられるはず。 

〇性別を気にしないで接すればいい。みんな違ってみんないい。 

〇その人の個性だから問題ない。 

〇「何かしてあげたい」「堂々と生きていて立派」などと意識しす

ぎることが差別につながってしまうから、LGBT を意識しすぎ

ないのも大切だと思う。 

４・５組は、友達の良いところを見つける活動をしました。 

見つけた良いところを発表し「この人は誰でしょう」というクイズにしました。 

クイズを出題する子も、解答する子も、友達についてじっくり考えられました。 

 

 

 

《子どもたちの振り返りより》 

・友達の特徴をいろいろ見つけてよかったです。 

・自分は自分、人は人ということを感じました。 

 

表現の仕方は人それぞれであり、言葉で上手に伝えられる人もいれば、文章で書き表すことが得意な人もいると思い

ます。今年度の4年生は、学校行事や学級活動の中で相手の気持ちになって考えることの大切さを学びました。 

【１組】校内作品展             【２組】良い言葉探しをしよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

行事のよさ 

・他学年とのふれ合い・関わり 

・見て学べて、よさの発見！ 

初めて上級生として下級生に

お手紙を書きました。相手がも

らって嬉しい手紙とは何だろ

う。どんなことが書いてあると

喜んでもらえるかなど、工夫し

てはがきに表現していました。 

相手の気持ちを考えた言葉

遣いをさらに意識するには、

どうしたらよいか話し合い

をしました。友達の良い言葉

を付箋に貼り、それをみんな

で取り入れていくことに決

まり、続けています。継続し

て意識していけるよう、今後

も取り組んでいきます。 

６年生はSNS等を使用した、対面しないコミュニケーションの難しさについて学習しました。遊びに誘われたときの

断り方について、対面のときとそうでないときの感じ方の違いを話し合ったり、どうしたらお互いにいやな気持にならな

いように伝えられるかを考えたりしました。 

 

 

【子どもたちの振り返りより】 

〇相手の気持ちを考えてメッセージを送ったり話を交わしたりしたい。 

〇自分も結構強い言い方で返信してしまうことがあったので、これから

は、この授業を生かして優しい言葉で返すようにしたい。 

〇SNS を使ったメッセージのやり取りだけでは誤解してしまいそうな

ところは電話をするなどしたい。 

３ 


